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(1) 検討の背景
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①マイナンバーカードとは

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長

（裏面）

1234 5678 9012
氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

➣ マイナンバーカードは、プラスチック製のICチップ付きカードで、券面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー、本人
の顔写真等が表示され、本人確認書類として利用できるほか、自治体サービス、e-Tax等の電子証明書を利用した電子申
請等、様々なサービスにも利用できる（平成28年１月から全国で交付が開始）。

＜マイナンバーカードの表面＞

＜マイナンバーカードの裏面＞

＜表面の記載事項＞

○氏名 ○性別
○住所 ○カードの有効期間が満了する日
○生年月日 ○顔写真

①マイナンバー

・社会保障、税又は災害対策分野における法定事務又は地方公共団体が条例で定める事務におい
てのみ利用可能

・マイナンバーを利用できる主体は、行政機関や雇用主など法令に規定された主体に限定されており、
そうでない主体がカードの裏面をコピーする等により、マイナンバーを収集、保管することはできない。

ICチップ内のAP構成

ICチップ内のAP構成

電子証明書

空き領域

その他（券面情報等）

③空き領域
・市町村・都道府県等は条例、国の機関等は主務大臣の定めるところにより利用可能
（例：印鑑登録証、国家公務員身分証）

・新たに民間事業者も主務大臣の定めるところにより利用可能

OK

【本人確認書類として利用可能】

②電子証明書（署名用電子証明書・利用者証明用電子証明書（※））
・行政機関等（e-Tax、マイナポータル、コンビニ交付等）のほか、主務大臣が認める民間事業者も利用
可能

※利用者証明用電子証明書とは･･･
インターネット上の情報サイトを閲覧する際に利用者本人であることを証明するもの
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②マイナンバーカードの交付状況

➣ マイナンバーカードについては、先般の経済財政運営と改革の基本方針２０２２（令和４年６月７日閣議決定）など累次の
閣議決定で示されている「２０２２年度末にはほぼ全国民にマイナンバーカードが行き渡ることを目指す」との目標に向け
て、政府全体でさらなる普及促進に取り組んでいるところである。

【マイナンバーカードの市区町村別交付枚数等について（令和４年６月末時点）】

※ 総務省HPより引用

自治体窓口におけるテレビCMの放映
（イメージ）

申請受付窓口におけるノベルティの配布
（イメージ）

【普及促進にかかる広報活動イメージ】
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③オンライン資格確認について

【医療機関・薬局におけるオンライン資格確認システムのイメージ図】

0123456789ABCDEF

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長 OR OR

顔認証による本人確認

顔認証付き
カードリーダー 目視 暗証番号（4桁）に

よる本人確認

医療機関・薬局

マイナンバーカード

マイナンバーカードを
カードリーダーに置く

患者の
資格情報を
取得・取込

支払基金・国保中央会

オンライン資格確認等システム

患者

１．顔認証付きカードリーダー申込数

140,040施設（61.0％）／229,690施設

【オンライン資格確認システムの導入状況（2022/7/24時点）】

２．準備完了施設数（カードリーダー申込数の内数）

70,012施設（30.5％）／229,690施設

３．運用開始施設数（準備完了施設数の内数）

59,161施設（25.8％）／229,690施設

※オンライン資格確認の導入予定施設数 ※院内システムの改修などが完了している施設数

マイナンバーは用いず、マイ
ナンバーカードのICチップ内
の電子証明書を用いる。 資格情報

特定健診等情報

薬剤情報等

※ 厚生労働省HPより引用

➣ マイナンバーカードを健康保険証として利用することを可能とする「オンライン資格確認」が令和３年10月から本格運用を

開始しており、医療機関・薬局で、マイナンバーカードを用いた本人確認と同意を得ることにより、特定健診等情報や薬
剤情報を確認できることとなった。令和４年９月から、新たに透析・医療機関名の情報も確認可能となる予定。

※オンライン資格確認とは・・・

医療機関・薬局において、マイナンバーカードの読込み、または健康保険証の情報の入力を行うことにより、患者の直近の資格情報等（加入している医療
保険や自己負担限度額等）をその場で確認できる仕組み
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(2) 検討事項

救急業務におけるマイナンバーカードの活用

被保険者番号・資格情報・医療費通知情報 薬剤情報

特定健診等情報 透析、医療機関名（R4.9月に追加予定）

情報確認

搬送先医療機関の選定等が行いやすくなり、
迅速・円滑な傷病者の受入れを実現

マイナンバー
カード

➣ 現状の救急活動では、傷病者情報は主に口頭聴取にて行っているが、傷病者本人や家族等関係者が病歴や受診した
医療機関名等を覚えていないことも少なくない。また、診察券やお薬手帳等情報源となるものが複数存在しており、それ
ぞれの検索に時間を要するケースもある。

➣ 救急現場で傷病者が保有するマイナンバーカードを活用して、救急業務に資する情報を正確かつ早期に把握すること
ができれば、より迅速・円滑な救急活動が期待できる。

資格確認端末

④取得した正確で詳細な医療情報等を救急業務で活用

➀傷病者の応急処置等と並行した情報収集

ｵﾝﾗｲﾝ資格確認
等ｼｽﾃﾑ

③傷病者の医療情報
等の取得・確認

＜事業のイメージ＞

救急搬送

【医療機関選定に資する情報】
・氏名、生年月日、住所のほか、
・医療機関名 ・既往歴
・薬剤情報 ・特定健診等情報 等

②情報照会

カードリーダー

救急現場 支払基金・国保中央会

医療機関

4
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①ワーキンググループ（WG）の設置

➣ マイナンバーカードを活用した救急業務の迅速化・円滑化の実現に向け、複数の消防本部においてオンライン資格確認
等システムを活用した実証実験をWGと併行して実施することとしており、その結果から得られる事業効果や今後の課題等
について、多角的な視点から検証を行うとともに、本格運用を見据えた検討を行う。

＜目的＞

＜構成委員（案）＞

第１回 ＷＧ （８月予定）

○ 実証実験の内容（具体的な方法や、
スケジュールなど）を関係者で共有
するとともに、実証実験実施消防本
部を決定する。

第２回 ＷＧ （11月予定）

○ 実証実験実施消防本部（WG委員）
から、実証実験の実施結果の報告
を受け、効果や課題等について意見
交換を行う。

第３回 ＷＧ （１月予定）

○ 各消防本部における実証実験の検
証結果を共有し、効果や課題等につ
いて報告書に取りまとめる。

○ 本格運用に向けた課題や解決策
（案）を整理し、報告書に取りまとめ
る。

○ 成果物は、次年度以降の基礎調査
研究事業及びシステム改修等に活
用する。

＜今年度の年間検討計画（案）＞

➣ 事業スキームの検討を効果的に進めることができるよう、学識経験者（医療、マイナンバー、法学）、実証実験実施消防
本部を構成員とするとともに、厚生労働省、社会保険診療報酬支払基金、デジタル庁、総務省等の関係機関からオブ
ザーバーとしての参加を予定。
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②ワーキンググループ（WG）構成委員（案）

●WG長
間 藤 卓 （自治医科大学救急医学講座教授）

●委員

岩 田 太 （神奈川大学法学部教授）

織 田 順 （大阪大学大学院医学系研究科救急医学教授）

小 尾 高 史 （国立大学法人東京工業大学科学技術創成研究院准教授）

久保田 勝 明 （総務省消防庁消防研究センター特殊災害研究室長）

横 堀 將 司 （日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野教授）

※実証実験実施消防本部が決定次第、委員として参加予定

●オブザーバー
上 田 尚 弘 （デジタル庁国民向けサービスグループ参事官）

大 竹 雄 二 （厚生労働省保険局医療介護連携政策課保険データ企画室長）
合 田 悠 （社会保険診療報酬支払基金情報化企画部長）
田 中 彰 子 （厚生労働省医政局参事官（特定医薬品開発支援・医療情報担当））

福 冨 茂 （総務省自治行政局住民制度課マイナンバー制度支援室長）

【マイナンバーカードを活用した救急業務の迅速化・円滑化に向けたワーキンググループ（WG）】
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③実証実験について

7

実証実験実施消防本部

実施救急隊カードリーダー資格確認端末

消防庁で調達・配備

契約書の取り交わし
具体的には・・・

オンライン資格確認等システム

救急救命士 救急救命士への情報確認権限の付与

協力医療機関

現行の利用規約では・・・
オンライン資格確認等システムの情報を確認す
る権限は、医師、薬剤師等に限られている。
⇒消防機関に情報を確認する権限はない

医師等
情報
確認

情報
確認

＜実証実験開始前の準備＞

＜活動イメージ＞

②本人確認 ③本人同意

＜顔認証付きカードリーダー＞ 同意ボタンを押してもらう

（目視による確認）
＜汎用カードリーダー＞ 同意書等に署名をもらう

①マイナンバーカードの
所持等を確認

救急隊員

④オンライン資格確認等システムに
アクセスし、情報確認

実証実験対象外（通常通りの救急業務）

傷病者等に
・マイナンバーカード

の所持
・健康保険証利用登録

の有無
を確認

搬送先医療機関を選定し、救急搬送

オンライン資格確認等システム

特定健診等情報 透析、医療機関名薬剤情報

資格確認端末

救急救命士が
搬送先医療機関の選定に
資する情報を確認

※ マイナンバーカード不所持
※ 健康保険証利用登録なし

※ 本人不同意

救急救命士



１ マイナンバーカードを活用した救急業務の迅速化・円滑化に向けた検討

(4) スケジュール（想定）
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マイナンバーカード
を活用した救急業
務の迅速化・円滑
化に向けた検討

（WG）

実証実験
（委託業者）

実証実験
（実施消防本部）
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W
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発
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W
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・
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・
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）
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部
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・
決
定

実
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実
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務
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）
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等
の
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・
検
証

調
整
・
準
備

実
施
本
部

調
整
・
準
備

実

証

実

験

結

果

報

告

書

納

入
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